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『授業で語るこれからの理科教育』

編著 森本信也（横浜国立大学名誉教授）

日産財団の『理科教育助成』事業を通して蓄積された貴重な知見を
横浜国立大学名誉教授の森本信也先生が、アカデミックな視点で
体系的に整理・分析し、広く応用可能な理科教育書にしました。

京都大学名誉教授
公益財団法人日産財団 理事 西本清一

立地環境がそれぞれ異なる幼・小・中学校の理科教育現場で繰り広
げられたヴィヴィッドな授業風景から、理科教育にまつわる多様な課題
や悩みなどに対する解決の糸口が共有され、優れた取り組み（Good 
Practice）の波及を通じて、「新しい理科教育法の確立」を促すであろ
うと大いに期待しています。

『授業で語るこれからの理科教育』発刊に寄せて より
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特別価格2,200円（税込）で直販致します

お申込みは右のQRコードか下のURLで

理科教育助成の150の授業実践を
多様な視点から分析！

■■ 2020年８月 全国の書店にて販売開始 ■■

（定価2,600円＋消費税）

小学校第5 学年の単元である「流れる水の働きと土
地の変化」での実践事例です。地域を流れる「紫川
」の上流・中流・下流で調査活動を行った子どもは
、場所によって川の流れの速さや川幅、石の大きさや
形の違いがあることに気づきました。流れる水の働
きをより確かに理解できるように、教材を工夫し、
下の写真に示す手作り流水実験器を用いました。
石に見立てたジャガイモ
（子どもにはジャガ石と
伝えた）を水で流しなが
ら、ジャガイモの形や大
きさの変化を観察する実
験です。ジャガイモを流
すと、大きなジャガイモ
はスタート地点で止まりますが、石にぶつかって割
れたジャガイモはザルの目を通って下に流れます。

新しい実践を計画する際のヒント
になるよう実際の授業の様子や
子どもの学習記録も満載！

A：一番大事なのは、子どもたちが観察、実験結果を
見て、ただ結果を見てわかったことを言って、考察
を導き出すなんて絶対無理だと。やっぱり板書で
きちんと大事なところ、ポイントを私たち教師が指
摘する。そして、教師と子どもたちで話し合って、
「これがいるよね」と確認していくことで、初め
て考察ができるだろうと。
Q：よくわかります。
A：それで、必ず構造的な板書と、あと図表からグラ
フ化を絶対しようというふうに。構造化しないと思
考が働かないよねという議論をしてきたんです。
Q：おっしゃるとおり。

本書を紹介

実践を行った教員をインタビューし
目標実現に関わって工夫した点、
苦労した点など「生の声」を掲載！

https://forms.gle/bfrfwmz2TfFMLc777

https://forms.gle/bfrfwmz2TfFMLc777

